
１１ 大学

設問１：京都は「大学のまち」として学びの環境が充実し、多様な
伝統文化芸術等に触れる機会に恵まれている。

設問２：京都では、世界から留学生や研究者が集まり、国際社会
で活躍する人材が育っている。

設問３：京都の大学は、世界に貢献する高い研究成果を上げて
いる。

設問４：学生は、京都において社会で活躍する力を養い、その
パワーで京都のまちを活性化している。

設問５：大学の人材や研究成果は、産業の活性化と雇用の創出
に役立ち、地域の発展にもつながっている。
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そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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（１）生活実感（世代別・性別）
設問１：京都は「大学のまち」として学びの環境が充実し、多様な伝統文化芸術

等に触れる機会に恵まれている。

全130問の
平均値41.2% 過去4年分の本

設問の平均値
70.2%

本設問の市全
体の平均値

68.5%
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（１）生活実感（居住区別）
設問１：京都は「大学のまち」として学びの環境が充実し、多様な伝統文化芸術

等に触れる機会に恵まれている。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本

設問の平均値
70.2%

本設問の市全
体の平均値

68.5%
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そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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（１）生活実感（世代別・性別）
設問２：京都では、世界から留学生や研究者が集まり、国際社会で活躍する人材

が育っている。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

51.0%

本設問の市
全体の平均値

53.2%
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そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

5

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

51.0%

（１）生活実感（居住区別）
設問２：京都では、世界から留学生や研究者が集まり、国際社会で活躍する人材

が育っている。

本設問の市
全体の平均値

53.2%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(72)

中年層女性(107)

高年層男性(122)

高年層女性(145)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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（１）生活実感（世代別・性別）
設問３：京都の大学は、世界に貢献する高い研究成果を上げている。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

68.4%

本設問の市
全体の平均値

68.7%
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全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

68.4%

（１）生活実感（居住区別）
設問３：京都の大学は、世界に貢献する高い研究成果を上げている。

本設問の市
全体の平均値

68.7%
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全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

36.3%

（１）生活実感（世代別・性別）
設問４：学生は、京都において社会で活躍する力を養い、そのパワーで京都の

まちを活性化している。

本設問の市全
体の平均値

35.7%
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（１）生活実感（居住区別）
設問４：学生は、京都において社会で活躍する力を養い、そのパワーで京都の

まちを活性化している。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

36.3%

本設問の市
全体の平均値

35.7%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(72)

中年層女性(107)

高年層男性(122)

高年層女性(145)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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（１）生活実感（世代別・性別）
設問５：大学の人材や研究成果は、産業の活性化と雇用の創出に役立ち、地域の

発展にもつながっている。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

45.1%

本設問の市
全体の平均値

44.1%
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全130問の
平均値41.2% 過去4年分の本

設問の平均値
45.1%

（１）生活実感（居住区別）
設問５：大学の人材や研究成果は、産業の活性化と雇用の創出に役立ち、地域

の発展にもつながっている。

本設問の市
全体の平均値

44.1%
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重要である どちらかというと重要である どちらとも言えない 無回答 どちらかというと重要ではない 重要ではない

過去２年分の本
分野の平均値

69.1%
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（２）政策重要度（世代別・性別）

大学の
重要度
67.2%

全分野の
平均値
76.5%
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（２）政策重要度（居住区別）

大学の
重要度
67.2%

全分野の
平均値
76.5%
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市民生活実感市民生活実感市民生活実感市民生活実感平均平均平均平均 0.2820.2820.2820.282

政策重要度政策重要度政策重要度政策重要度平均平均平均平均 81.02%81.02%81.02%81.02%
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（３）生活実感と政策重要度の関係（全体）
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（３）生活実感と政策重要度の関係（世代別・性別、居住区別）

政策重要度政策重要度政策重要度政策重要度平均平均平均平均 81.02%81.02%81.02%81.02%

市民生活実感平均市民生活実感平均市民生活実感平均市民生活実感平均 0.2820.2820.2820.282


